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フロッピーディスクによる画像データの提供

Partialimage data serviceby the medium of floppy disk.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　Software programs that are able to store the partial image of GMS and NOAA-AVHRR on

floppy disk are developed, in order to increase the users of satellite data. Using floppy disk ，

the users are able to deal with image data by personal computer.

　　This report describes how to use image data on floppy disk and shows the example of image

display.

１。はじめに

　気象衛星センターでは従来より、ＧＭＳ及びNOAA

衛星からのデータを受信し各種業務処理を行っている

が、データ（媒体を含む）が大型計算機専用に作成さ

れているため、当センター以外でこれらのデータを直

接利用できる官署及び機関は限られていた。

　そこで、これらＧＭＳ及びＮＯＡＡ-ＡＶＨＲＲ（以下

ＡＶＨＲＲ）の画像データを幅広く利用してもらうた

め、近年普及してきているパーソナルコンピュータに

おいて処理可能な画像データセットを作成するプログ

ラムを開発し、1988年２月より、試験的にフロッピー

ディスクによる画像データの提供を始めた。

　この画像データセットを利用するにあたっての主な

利点として、①提供データは任意の範囲の切り出し画

像（後述参照）であり、局地的な解析ならば大型計算

機よりパーソナルコンピュータの方が容易にできる、

②当センターに保存されている過去のデータのほとん

どがパーソナルコンピュータで使用可能となる、③解

像度についてはオリジナルのままであるので、FAX

やＣＤＦ図等に比べ、より詳しい解析ができる、ことな

どがあげられる。

＊気象衛星センターデータ処理課

-

2. GMS提供データの概要

　ＧＭＳ画像の提供データは赤外10°×10°（緯経度、以

下同様）、可視10°×10°或いは可視5°×5°の矩形切り

出し画像のうち、何れかである。そして、これにコン

トロール部及びキャリブレーションテーブルを付加し

て１つのデータセットとしている。

１）キャリプレーションテーブル

　キャリブレーションテーブルはオリジナルデータ内

にある画像パラメータ部のものを使用している。

　ＧＭＳでは４つのセンサを使用して可視データを取

得しているため、４つのキャリブレーションテーブル

が必要であるが、データ処理が簡単になるように、第

１センサのもののみを提供データに付加し、他のセン

サの可視データはこれに合わせて書き換えている。こ

のことにより、４つのセンサ間の特性の相異を意識せ

ずにデータの取り扱いができる。

　赤外データは１つのセンサで取得しており、キャリ

ブレーションテーブルも１つなのでそのまま付加して

いる。

　尚、可視のものはレベル値一反射量（単位％、但し

1 /100倍してある）変換テープルであり、赤外のもの

はレベル健一輝度温度（単位Ｋ）変換テーブルである。

２）画像の切り出し
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　提供データ作成は切り出し範囲（矩形の四隅の緯経

度）及び画像種別（可視或いは赤外）の設定に従って

行われる。又、座標補正を施す場合と座標補正を施さ

ない場合とに分けられる。

　座標補正を施さない場合とは、まず設定した四隅そ

れぞれの緯経度を座標変換によりライン、ピクセルに

変換し、最小及び最大のライン番号、ピクセル番号を

算出する。そしてこれらに囲まれた範囲をライン、ピ

クセルに沿って切り出すものである。

　座標補正を施す場合とは、まず切り出し枠を、最初

に設定した緯経度の位置に固定し、この枠内で、可視

は0.01°×o.or (緯度×経度）毎、赤外は0.02°×0.05°

毎に座標変換を施して、算出されたライン、ピクセル

位置の画素データを埋め込んでいくものである。

3. AVHRR提供のデータの概要

　AVHRRの提供データは任意のチャネルにおける

500ライン×500ビクセルの切り出し画像で、これにコ

ントロール部及びキャリブレーションテーブルを付加

して１つのデータセットとしている。

　ＡＶＨＲＲは全５チャネルである。その特性をTable

1に示す。ただし、ＮＯＡＡ-10には第５チャネルは搭載

されていない。

１）キャリプレーションテーブル

　ＡＶＨＲＲデータのキャリブレーションテーブルは、

提供データ作成プログラム内で、新たに当該チャネル

についてキャリブレーションを施し、作成している。

　可視データのものはレベル値一反射量（単位％）変

換テーブルであり、赤外データのものはレベル値一輝

度温度（単位Ｋ）変換テーブルである。

２）画像の切り出し

　提供データ作成は、まずHRPT (High Resolution

Picture Transmission)データよりＡＶＨＲＲデータ

を抽出しておき、それから中心緯経度及びチャネル番

号の設定に従って行われる。切り出し範囲は、ＧＭＳの

場合と異なり中心緯経度のみ設定するが、これは、座

標変換の精度があまり良くないため切り出し領域の四

隅の緯経度を指定しても正確に切り出すことができな

いこと、及びＧＭＳに比べ低高度であることから、衛星

直下点とそれ以外の位置（特にスキャン開始位置とス

キャン終了位置）とでの画素の解像度が違いすぎるた

めデータ長を固定することができないこと、などによ

るためである。

　更に、ＡＶＨＲＲデータの場合、以下のような操作を

行っている。

　ＮＯＡＡデ市夕にはAscending (昇り）軌道と

Descending (下り）軌道がある。下り軌道では西から

東にスキャンしながら北から南へと移動していくが、

昇り軌道では東から西にスキャンしながら南から北へ

と移動していく。つまり、下り軌道の画素の配列は

ＧＭＳと同じであるが昇り軌道ではまったく逆の配列

になる。そのため提供データにおいては昇り軌道のデ

ータを下り軌道のデータと同様になるように画素の配

列を変換している。

４。ファイル内容

　ファイル内容をTable 2に示す。（尚、実数はIEEE

フォーマットに、文字はASCIIコードにそれぞれ変換

してある）

５。利用例

　ＧＭＳ赤外切り出し画像データ及びＡＶＨＲＲ可視

切り出し画像データによる利用例を以下に示す。

　Photo. 1及びPhoto. 2はそれぞれ1987年12月26日06

Z、1988年３月10日15ZのＧＭＳ赤外画像から、日本海

南西部（左下が朝鮮半島、右下が能登半島）を切り出

し、処理したものである。等温線に着目して二枚の画

像を比較すると、水温4～8°Ｃ（緑色及び黄緑色の部

分）の分布はそれほど変動はないが、水温4°Ｃ以下（深

緑色及び紺色の部分）及び水温8°Ｃ以上（黄緑色及び

オレンジ色及び赤色の部分）の分布はそれぞれ南下し

ているのがわかる。又、Photo. 1については、はっきり

と、潮目と思われる等温線の混んだ場所（オレンジ色

から緑色までの部分）が識別できる。

　Photo. 3及びPhoto. 4はそれぞれ1988年１月21日06

Z、1988年２月９日06ZのＡＶＨＲＲ可視画像で、オホ

ーツク海（左下が北海道）の海水がどの程度見えるか

を示した例である。海水（上部中央）の分布及び南下

の様子が良くわかる。

　Photo. 3、Photo. 4には、同じ反射量に対して同じ階

調で色の割り付けをしたが、それにもかかわらず

Photo. 4の方がかなり明るく表現されているのは、二

枚の画像には約20日間の差があり、太陽高度角が異な

るためである。

　Fig.lに、ＧＭＳデータのディスプレイ表示プログラ

ム作成例を示す。
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６。おわりに

　現在はデータを郵送にて提供しているが、将来ホス

ト局、電話回線等を設置できれば回線で提供データを

転送することも可能である。この場合ＧＭＳ赤外切り

出しデータならば約６分で転送できる計算である。

　このデータ提供を始めてから約１年しか経ていない

が、部外からかなり多くの依頼があり、又衛星センタ

ー内部でも数名が利用している。このことは、本提供

データの使い易さを示すものと考えられる。
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Table l　Characteristics of AVHRR channels.

１

－
２

－
３

－
４

－

５

コントロール部

1km

一
1km
一
1km
一
1km
-
1km

0.55－0.90

0.725－1.10

3.55－3.93

10.5-11.5

11.5－12.5

日中の雲画像

水・陸・氷・雪面の検出

チャネル１と同じ

表面温度、夜の雲画像

表面温度、昼夜の雲画像

チャネル４と同じ

Table ２　Filecontents of partialimage data.

ワード位置 項　目 内　　　　　　　　　容 型

１
コントロール

ワード
256 (固定）：コントロール部のレコード長 整数

２~３ ファイル識別

‘GMS-IR　’

‘GMS-VS ’８文字

‘AVHRR　’
文字

４～５ 衛星名
‘GMS-3　’

‘ＮＯＡＡ-１０’８文字 文字

６ チャネル番号 １～４（ＡＶＨＲＲの場合のみ有効、ＧＭＳは０） 整数

7～14 撮像開始時刻 整数

7

8

9

10

11

12

13

14

YY

YY

MM

DD

HH

mm
ss

ms

14×8ワード

15～22 撮像終了時刻 撮像開始時刻と同じ表現。 整数

23
座標変換の有

無

Ｏ＝〉　座標変換無し。

１＝〉　座標変換有り。 整数

24
座標変換前の

ピクセル総数
単位：ピクセル 整数
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25
座標変換前の

ライン総数
単位：ライン 整数

26 分解能
ピクセル方向の１画素の大きさ。

座標変換有りの場合のみ有効。 実数

27 分解能
ライン方向の１画素の大きさ。

座標変換有りの場合のみ有効。 実数

28
座標変換後の

ピクセル総数

単位：ピクセル

座標変換有りの場合のみ有効。 整数

29
座標変換後の

ライン総数

単位：ライン

座標変換有りの場合のみ有効。 整数

30 レコード数 １ラインのレコード数。 整数

31 バイト長
１画素のバイト長　GMS　＝１

　　　　　　　　　ＡＶＨＲＲ＝２ 整数

32～39 切出し範囲

32 : 左上　緯度

33:左上　経度

34 : 右上　緯度

35 : 右上　経度

36:左下　緯度

37 : 左下　経度

38:右下　緯度

39:右下　経度

実数

40
キャリブレー

ションの総数
キャリブレーションの総数 整数

41 レベル値　１
最初のキャリブレーション値に対応するレベル

値。
整数

42 レベル値　２
最後のキャリブレーション値に対応するレベル

値。
整数

43～63 空き

64
コントロール

ワード
256 (固定）：コントロール部のレコード長 整数
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キャリブレーションテーブル部

相対

ワード位置
項　目 内　　　　　　　　　　容 型

１
コントロール

ワード

1024 = GMS-IR

　256＝GMS-VS

4096＝AVHRR

キャリブレーションテーブル部のバイト数

整数

２~
キャリブレー

ション値

キャリブレーション値。

GMS-IR

４ブロックありレペル値２からレベル値255に対

するキャリブレーション値を格納してある。輝度

温度、単位　Ｋ。

GMS-VS

１ブロックありレペル値２からレペル値63に対す

るキャリブレーション値を格納してある｡反射量、

0.0～l.Oo

AVHRR

16ブロックありレベル値２力ゝらレベル値1023に対

するキャリブレーション値を格納してある。

ＣＨ１－反射量　0.0～100.0

CH2－反射量　0.0～100.0

CH3－温度、単位　K

CH4－温度、単位　Ｋ

実数

最終ワード
コントロール

ワード

1024 = GMS-IR

　256＝GMS-VS

4096＝AVHRR

キャリブレーションテーブル部のバイト数

整数

データ部

相対

ワード位置
項　目 内　　　　　　　　　　容 型

１
コントロール

ワード

１ライン当たりのバイト数。

＝１ライン当たりのレコード数×256

例）ＡＶＨＲＲ＝１０２４
整数

２~ データ

任意の数のデータを格納する。コントロール部参

照。レペル値。

　GMS　　： １画素１バイト

　ＡＶＨＲＲ：１画素２バイト

整数

最終ワード

(1ライン当

たり)

コントロール

ワード

１ライン当たりのバイト数。

＝１ライン当たりのレコード数×256

例）ＡＶＨＲＲ＝１０２４
整数

（注）上記は１ライン分。各ライン同様である。
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Photo. 1　Processed CMS image by personal computer. at ０６Ｚon Dec.26

　1987.

Photo. 2　Processed GMS image by personal computer, at １５Ｚon Mar, 10

　1988.

一
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゛‘‘；

Photo. 3　Processed AVHRR (Ch.2) image by personal computer、 at ０６Ｚon

　Jan.211988.
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Photo. 4　Processed AVHRR (Ch.2) image by personal computer, at０６Ｚon

　Feb. 9 1988.
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ｊ
Ｉ
５
Ｉ

IFCVLE.LT.LVLCB) .AN0.VLE.GE.LVL(9)>

　
　
　
　
　
　
一

Ｃ
　
Ｃ
　
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ICLR

IＦ（りしE.LT.LVH95 .flND.りLE.6E.LVL(10>> ICLR

IF(VLE.LT.LVLaO).flND.VLE.GE.LVLCll)) ICLR

　　CflLL

　　CALL

11

10

IFCVLE.LT.LVLClD.fiND

一 一 一 一 －

Ｃ一一一一

Ｃ

Ｃ
Ｃ

IF（りLE.LT LりL<12).flN0.

IF<VLE.LT.LVL<]3) AND.

IF(VLE.LT.LVLCH)>

CONTINUE

ＣＯＮＴ工NUE

－ 一 一 一 一

GRflPHIC

一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 －

LIBRflRY

CfILL OCLGSLCIRl)

CLQSE(UNIT=10)

STOP

END

AND

VLE.6E.LVL<12>) ICLR

VLE.QE.LVL(13>) ICLR

VLE.6E.LVLa≪>) ICLR

　　　　　　　　　　　　ICLR

－１

－--一一

　DftTA

－ 一 一 一 一 ヽ 一 一

FILE CLOSE

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1

－ ～ － － 一 一 一 一

一一一一-C

　　　　C

Ｃ
Ｃ

一一C

注) QOPGSL, QIZGDS, QDC VDC, QSEPAR, QDC-

　　ＤＴＣ,ＱＯＴＤＯＴ,ＱＣＬＧＳＬはグラフィックラ

　　イプラリ（富士通社）からの引用である。

一 一 一 一 一

Fig.l　Sample of image display program.
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GRAPHIC LlBRflRY OPEN

Ｃ~一一一一一-一一一一一--－-一一一一-

CflLL QOPGSLtlRl)

CfiLL QIZGDS(IRl)

CflLL OOCVOCfO.0.1119.749.･3R1>

CflLL aSEPARC16.0A.IRl>

OISPLAV

　　　　DO 10 1=1.200

REHDdO) IDflTfl

　　　　DO 11 J-l.SOO

　　　　　　CVLECD-

　　　　　　VLE　　＝

CDATA<Jl

CLSiIVLE) － ？７３１５
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